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11. 東北タイ天水田土壌では含水比が20%であると水稲は出芽
： 

し、 雑草は抑制される

〔要約〕砂質土壊 の多い東北タイの天水田土壌で乾田直播を行う場合、 土壌含水比が20%であると�
稲品種カオドマリ—105の出芽には影響を与えずに、 カヤツリグサ科雑草の発生を抑制できる。
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［背景・ねらい］

東北タイでは、 持続的な農業生産システムの構築を目的として天水田条件下での水稲品種カオドマリ

(Khao DawkMali-105) を使った乾田直播の導入が図ら れているが 、 雑草の制御が大きな問題となってい

る。 そこで、 土壊水分が主要雑草および水稲の発生に及ほす影響を計量的に解明し、 耕種的雑草防除を

可能とする好適播種期の策定に資する。

［成果の内容•特徴］

東北タイSuwanaphumの天水田土壌(Tungkularonghai Center、 砂壌土、 水分含有率0.5%以下） 300g/ 

ケ ースに、 乾燥稲籾カオドマリを8粒播種し、 水の量を変えて10 、 15 、20、25、30%の土壌含水比区と

すると、 次のようになる。

l. 稲は 含水比20%以上の土壊 では播種4日後から、 15%、 10%ではそれぞれ5、 6日後から出芽し、20

％以上では25%で最も早く出芽する。 播種7日後には、 含水比20%以上では84%以上出芽し、 15%、

LO%の条件と明ら かに異なる（図1)。播種6日後における平均葉齢は 含水比25%で最も進んでおり、

20%でもこれと同等となり出芽後の生育も早い（表1)。

2. コゴメガャッリ（屈I2)を主体とするカヤツリグサ科雑草は、含水比25%、30%の土壌では播種3日

後から発生し、20%、 15%と10%ではそ れぞれ5, 6日後から発生する。播種7日後の 雑草発生数は含

水比25%、30%での約95本／ケ ースに対して、20%では46本、15%では21本／ケ ースと著しく減少

する（図3)。

3. 以上のことから 、 土壊含水比20%では稲の出芽に影響せずにカャッリグサ科雑草の発生を抑制でき

る。

［成果の活用面・留意点］

l. 東北タイ天水田地帯での 乾田直播播種期での耕種的雑草防除技術の素材となる。

2. イヌビエなどイネ科雑草の発生の少ない条件で適用する。

3. 現場への 適用には 、 雨期の開始時期、 降雨状況、 土壊水分などの予測技術の開発が必要である。
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図1 士壌含水比を異にする東北タイSuwanaphumの天水田
土壌からのイネ(Khao Dawk Mali)の出芽消長

図2 東北タイ天水田の播種後に
擾占するカヤツリグサ科
雑草コゴメガヤツリ

(Cyperus iria L.) 
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表1 異なる土壌含水比のSuwanaphum天
水田土壌で出芽したイネ（カオドマ
リ）の処理6日後の平均葉齢。

土壌含水比 平均葉齢
10% 1.4士0.lac
15 °/4。 1.3 士 0.3 be 
20% 1.6 土 0.2a
25% 1.7 士 0.2a
30% 1.5士0.3ac

出芽全個体の平均値士S.D.、同 一文字間に
はt検定の5%水準で有意差なし。

土壌水分処理日数 ； 

図3 土壌含水比を異にする東北タイSuwanaphumの天水田
土壌300gからのカャッリグサ科雑草の出芽消長
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